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連載 クイズ 名建築のつくり方
■ 【第23回】
　名護市庁舎
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PRESCRIPTION

FOCUS

日本経済の動向

工業高校紹介 
京都府立宮津天橋高等学校

建設経済の動向
■ 中国の物価動向とビジネス環境

■ インタビュー ： 谷川 勇樹 先生

■ 遠隔施工が変える働き方、人材確保の切り札に

06

08

09

お役立ち連載 
建設キャリアアップシステム
を活用しよう！ 【第32回】
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連載 現場の安全12か月！
■ 【10月】
　外国人特有の労働災害を防止しよう！
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■ 建設業のDXが遅れている理由
■ 領域の設定
■ 領域ごとの主な課題
■ 目指すべき方向性
■ 建設業振興基金の取組みと支援
■ ２０２５年度 建設業バックオフィス業務等のDX推進支援助成金のご紹介

建設業バックオフィスDXを進めるには

『建設業しんこう』は
Webでも

ご覧いただけます。

建設産業の今を伝え
未来を考える

https://www.shinko-web.jp/
しんこうWeb 検 索

メルマガ登録は
コチラから！

いつでもチェック!!
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10・11・12月は
建設業取引適正化推進期間です 15
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PROFILE

坂井 真唯 さん

小柳建設株式会社

新潟県出身

さん

　新潟県を拠点とする総合建設会社・小柳建設において施工管理を担
い、安全・品質・工程のすべてに目を配る坂井真唯さん。現場では安全
帯の使用状況や足場の点検、KY活動などを丁寧に確認し、誰もが安心
して働ける環境づくりに注力している。「慣れてくると、どうしても危険
を見落としがちになるもの。だからこそ、いつも“慣れないこと”が大事
だと意識して仕事をしています」。そんな言葉からも、坂井さんの真摯な
姿勢が見える。
　ものづくりの道を志した原点は、幼い頃に観たリノベーションのテレ
ビ番組。「建物が変わっていく様子や、それを手がける建築士の姿がと
てもかっこよく見えました」。夢を追い、専門学校で学んだ後に小柳建設
に入社。社長が語った“会社はチームである”という言葉に深く感銘を
受けたことが、入社の決め手となった。「最初は人見知りで、職人さんと
の会話にも戸惑いがありました」と話す坂井さん。しかし、“職人一人ひ
とりの名前をきちんと呼ぶ”ことを意識し、信頼関係を築いてきた。「今
では仕事以外にも、テレビや最近のニュースの話題などで盛り上がっ
たりしています。気さくな方が多く、楽しく仕事ができています」。そうし
たコミュニケーションの積み重ねが、現場の雰囲気や安全意識の向上
にもつながっている。感動を覚える瞬間は、足場が解体されて建物の外
観が現れた時。「図面の中にあったものが、実際に目の前に現れた時の
感動は何度味わっても特別です」。お客様からの“ありがとう”の一言
も、大きなやりがいの源になっている。
　坂井さんが働きやすさを感じる理由のひとつが、同社の“残業ゼロ”

を目指す文化だ。「建設業は残業が多いイメージがありましたが、入社
してみるとまったく違いました。定時で帰るために、チームで声をかけ
合って助け合う風土が根づいています」。そのために、仕事の標準化を
図るための管理ツール、シームレスなコミュニケーション実現のための
チャットツールを活用。効率的な働き方が、仕事の質を高めている。
　業務後の時間を活用し、資格勉強にも臨む坂井さん。現在は2級建
築施工管理技術検定の第二次検定へのチャレンジに向けて奮闘中だ。
「残業がないため、17時以降の時間を使ってしっかり勉強できていま
す。また、当社の技術部も過去問を送ってくれたり、添削してくれたりす
るなど、会社全体でも資格取得をバックアップしてくれています」と、職
場の支援の手厚さも坂井さんのモチベーションを高めている。
　今後の目標は、新築工事の所長として現場を任されること。その姿を
重ねるのは、かつてメンター制度で出会った先輩だ。「段取りがしっかり
していて、現場が本当にスムーズに進んでいました。私もそうした姿を
後輩に見せられたらと思っています」。
　地元の高校で行われたジョブラーニングでは、社会人の先輩として
建設業の魅力を伝えた坂井さん。これから建設業界を目指す人への
メッセージも伺った。「私は設計を学んでいた際、知り合いの建築士
から“現場を知ることが大事”とアドバイスをもらい、施工管理の道に
進みました。設計でも施工でも、現場の理解が仕事の土台になります。
職人さんといっしょに現場を作っていく喜びを、ぜひ体験してほしい
です！」

さ か い

「“慣れないこと”を大切に、職人さんといっしょに現場を作る！」若き施工管理者のまなざし。

ま ゆ

“能力評価サポート”
情報の紹介

今月の

グレートジョブ

小柳建設
株式会社
代表取締役
社長CEO

小柳 卓蔵 氏

我が社の担い手確保、育成の第一歩は、“経営の価値観を変えること”でした。従業員が心から「こ
の会社で働きたい。働けて良かった」と思える職場づくりを優先した結果、入社3年以内の離職率
は5％以下、月平均残業時間も1時間台を達成（2023年度）。各従業員の持ち場・立場で課題解決
を進め、一人ひとりが自主的に職場をより良くする風土が醸成されています。今後も「変化を楽し
もう。」とする心をベースに、挑戦を続け、新4K（給与・休暇・希望・かっこいい）の実現に邁進いた
します。

建設人材育成優良企業表彰『優秀賞（総合部門）』を受賞

建設の最前線へ！
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